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かった。この結果から、 PIを用いた M'汀を完成させるためには、上部強磁性電極層と PI層との跨に拡散防
止層の挿入が必要だと結論づけた。
審査の結果の要旨
この論文では、スピン依存電気伝導の新しい材料と考えられる有機系材料を障壁材料に用いた素子を作製
し、磁気トンネル電気伝導を議論するものである。有機スピントロニクス材料は、金属とは異なる性質を持
つ伝導電子から構成されるため期待が高まっている。しかしながら、常温ではこれまでに高いトンネル磁気
抵抗が報告されていなしh この論文は、今まで扱われてこなかったポリマーであるポリイミドに着自し、グ
ラニュラー系としては世界最大級のT如R比を報告した。グラニュラー材料はTMRを観測することに対し
て材料作製の上では利点を持つが詳細な議論はしにくい。そこで著者は議論の容易なトンネル接合を作製し
た。界面が平坦な素子が作製できたことは今後のデバイスとしての発展を予期させる。 T孔伎が観澱されな
かった原因が計iHIJ方法に依るものかもしれないため、さらに研究を続ける必要があるものの、グラニュラー
素子において、いち早くこの材料の可能性を示した手法は、高く評価できる。また実験手法においても独自
に考案された部分が多く含まれており、オリジナリティに富んだ研究と判断できる。
平成 25年2月21日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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